
長期モニタリング計画 モニタリング項目評価様式（案） 

 

評価主体 ○○WG 

 

１． モニタリング項目 

（例）No. 2 海洋観測ブイによる水温の定点観測 

 

２． 対応する評価項目 

Ⅰ．特異な生態系の生産性が維持されていること。 

Ⅳ．遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続的な水産資源利用による安定的な漁業

が両立されていること。 

Ⅷ．気候変動の影響もしくは影響の予兆を早期に把握できること。 

 

３． モニタリング手法 

海洋観測ブイを斜里町ウトロ沖に１基、羅臼町昆布浜沖に１基設置し、春期～秋期の水温を

観測。 

 

４． 評価指標及び評価基準 

評価指標 水温 

評価基準 長期的に見たときの変動幅を逸脱しているかどうか（基礎データとして他のモ

ニタリング結果の評価にも活用）。 

 

５． 評価項目に関わる調査・モニタリング 

（調査名称）（実施者） 

 

６． 評価 

（１）  年度の評価 

☑強変化 ☑中変化 ☑弱変化 

 

 

 

 

（２） 今後のモニタリング項目の実施について 

☑継続 ☑改善継続 ☑廃止 ☑新規 

 

 

 

７． 調査・モニタリングの概要 

内容： 

 

結果： 
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